
令和元年度公益財団法人鳥取県畜産振興協会事業報告 

Ⅰ 総括 

１ 組織運営について 

 （１） 評議員会、理事会の開催と主な事項 

開催日 項目 議題 

平成３１年 ４月 ４日 第１９回理事会 平成３０年度事業報告、財務諸表の承認について 

資産取得資金積立の承認について 

第１５回評議員会の招集について 

平成３１年 ４月１９日 第１５回評議員会 平成３０年度事業報告、財務諸表の承認について 

資産取得資金積立の承認について 

評議員の補欠選任について 

理事の選任について 

定款及び役員等報酬規則の改正について 

平成３１年 ４月１９日 第２０回理事会 理事長及び専務理事の選定について 

令和 元年１２月２５日 第２１回理事会（書面） 第１６回評議員会の招集について 

令和 ２年 １月１５日 第２２回理事会 令和２年度事業計画、収支予算の承認について 

資金調達及び設備投資の見込みについて 

令和 ２年 １月１５日 第１６回評議員会 令和２年度事業計画、収支予算の承認について 

資金調達及び設備投資の見込みについて 

 （２） 監査 

平成３１年 ３月１９日  平成３０年度決算監査 

 (３) その他 

令和 元年 ６月１２日  大山乳業農業協同組合監事会（視察） 

令和 元年 ６月２７日  ふれあい牧場協議会総会 

６月２８日          ～ 群馬県甘楽郡下仁田町 公益財団法人神津牧場視察 

８月２８日  岐阜大学、鳥取大学による大学教育導入演習 

          大山放牧場施設見学、牛の放牧管理について 

１１月１１日  預託農家との意見交換会（鳥取放牧場） 

１１月２９日  預託農家との意見交換会（大山放牧場） 



２ 各事業報告について 

 （１） 放牧預託事業 

令和元年度の預託延べ頭数は、前年度に対して３４，４７７頭の増。これは、新牛舎の稼働により預託頭数

が大幅に増加したためであり、内訳は、乳用牛が２２，５１２頭の増、肉用牛が１１，９６５頭の増であった。預

託料は前年度に比べ８．６％増、２１，２５３千円の増収となった。 

延頭数(頭) 預託料(千円) 延頭数(頭) 預託料(千円)

乳用牛 184,860 113,420 171,392 104,549 108.5

肉用牛 80,501 40,539 68,536 34,268 118.3

乳用牛 188,036 115,296 178,992 109,185 105.6

肉用牛

乳用牛 372,896 228,716 350,384 213,734 107.0

肉用牛 80,501 40,539 68,536 34,268 118.3

計 453,397 269,255 418,920 248,002 108.6

前年対比
(％)

合　　計

令和元年度 平成30年度
牧場名 畜種

鳥取放牧場

大山放牧場

(２) 人工授精、移植、採卵事業 

人工授精は、前年度に対して延べ４５４頭増、３，３５４千円の増収となった。 

受精卵移植は、延べ４０頭の減、畜産試験場の繁殖和牛の受精卵販売は、所有受精卵がなくなり受精卵

移植及び受精卵販売合計が４，６９９千円の減収となった。 

採卵は、農家庭先採卵頭数が延べ２９頭増、１，６２８千円の増収となった。 

　①　事業実施状況

延頭数(頭) 手数料(千円) 延頭数(頭) 手数料(千円)

人 工 授 精 2,131 9,179 1,677 5,825 157.6%

受 精 卵 移植 244 2,818 284 3,067 91.9%

受 精 卵 販売 (107個) 2,311 (313個) 6,761 34.2%

受 精 卵 採卵 337 14,719 308 13,091 112.4%

合　　計 2,712 29,027 2,269 28,744 101.0%

令和元年度
区　　分

平成30年度
前年度対比（％）

　②　受胎状況

延頭数
(頭)

受胎頭数
(頭)

受胎率
(％)

受胎に要する
精液本数(本）

延頭数
(頭)

受胎頭数
(頭)

受胎率
(％)

受胎に要する
精液本数(本）

人 工 授 精 1,495 775 51.8 1.9 1,677 864 51.5 1.9

受 精 卵 移植 553 251 45.4 - 606 284 46.9 -

合　　計 2,048 1,026 50.1 - 2,283 1,148 50.3 -

区　　分

令和元年度 平成30年度



 (３) 牧草管理事業 

鳥取放牧場において牧草地の更新を計画的に実施してきたが、令和元年度の牧草収穫量は前年度に比

べて３６．７％減少した。これは、猪・鹿の採食被害によるものであった。湖山池周辺草地では前年度に比べて 

２６．０％増加した。 

大山放牧場においては、１番草、２番草が適期に収穫されたことにより８．９％の増収となった。 

全体で見ると、前年度に比べ６．１％の増収となった。 

　①　牧草生産状況

採草
面積

牧　草
収穫量

平均
収量

採草
面積

牧　草
収穫量

平均
収量

採草
面積

牧　草
収穫量

平均
収量

鳥取放牧場 26.5ha 174.0ｔ 6.6ｔ/ha 47.0ha 275.0ｔ 5.9ｔ/ha 56.4% 63.3% 111.9%

湖 山 畑 26.0ha 610.0ｔ 23.5ｔ/ha 26.0ha 484.0ｔ 18.6ｔ/ha 100.0% 126.0% 126.3%

大山放牧場 72.8ha 832.0ｔ 11.4ｔ/ha 83.6ha 764.0ｔ 9.1ｔ/ha 87.1% 108.9% 125.3%

合　　計 125.3ha 1,616.0ｔ 12.9ｔ/ha 156.6ha 1,523.0ｔ 9.7ｔ/ha 80.0% 106.1% 133.0%

令和元年度
区　　分

平成30年度 前年度対比

　②　自給率

区分 令和元年度 平成30年度 前年度対比

牧草購入量 2,236.2t 1,762.0t 126.9%

牧草収穫量 1,616.0t 1,523.0t 106.1%

計 3,852.2t 3,285.0t 117.3%

自給率 42.0% 46.4%

　③　草地更新

全面更新 簡易更新 計

鳥取放牧場 3.9ha 23.3ha 27.2ha

大山放牧場 1.0ha 4.2ha 5.2ha

合　　計 4.9ha 27.5ha 32.4ha

区　　分
令和元年度

３ 事業報告に係る附属明細書 

   記載事項なし 


